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§１．研究成果の概要 

本研究は，光遺伝学技術の適用範囲を拡大するために，マイクロ LED を用いた新たな光操作

技術の開発を進めている。大脳皮質の相関の関係性を捉えるための光操作，神経活動モニタリン

グを可能にする 6 つのマイクロ LED と 15 個の神経電極を備えた LED 神経プローブを開発した。

搭載された神経電極を用いて，大脳皮質の局所フィールド電位およびスパイク信号を取得すること

に成功し，作製した神経電極の有効性を明らかにした。プローブ上に作製したマイクロ LED は均

一な整流特性となる電流電圧特性を示し，神経活動を操作するのに十分な 20mW/mm2 を１mA に

おいて達成した。脳組織内での光広がりについてシミュレーションを行い，光出力と光刺激領域(光

刺激ニューロンの数)の推定を行った。LED 駆動による温度上昇は脳組織へと損傷を与える可能

性が高いことから，駆動時の温度上昇について調査を行った。入力電力に比例して光出力が上昇

していくことが確認した。LED のウォールプラグ効率と温度上昇の関係を明らかにした推定曲線を

描くことで熱の影響がなく LED を利用するために必要とするウォールプラグ効率を示すことで今後

のマイクロ LED プローブの開発指針を得た。またマイクロ LED の背面に Ag ミラーを形成すること

でウォールプラグ効率を 1.8 倍に向上できることを実証し，駆動時における温度抑制を実現できる

ことを示唆した。今回作製した LED／神経電極プローブを動物実験に適用して，光遺伝学ツール

として利用可能なことを実証していく予定である。 
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